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【開催内容】
平成28年11月30日

延岡市民

第二回“みんなでつくる”五ヶ瀬川タイムライン検討会を開催！

人数
関係機関28団体
来場者多数

【取組機関】
延岡河川国道事務所

延岡市
防災関係機関

【取組概要】H28年11月30日に延岡市社会教育センターにて五ヶ瀬川タイムライン検討会を開催した。

取組目標

要配慮者の避難

タイムライン策定

コメント
次回は各対応機関の中で本当にできることは何
かということと、それがタイムラインの上にど
ういう風に時系列にかかってくるのかというこ
とを、はっきりとさせてもらいたい。もう一度
頭の中に入れていただきたいのは、今までの災
害対応の延長線上ではないですよということ。
今回の議論でいいタイムラインにして頂ければ
と思っている。

タイムライン策定

水害教訓の伝承

【取組キーワード】

コメント
WG検討内容として①平成１７年台風１４号のよ
うな過去に発生した大きな災害時にどのような
行動を取ったか、またその当時の課題等、②想
定最大規模の降雨が発生した際にどのような行
動を取るのか、不安に思う事等の２つのテーマ
についてグループ単位で検討を行い意見交換を
した。

ワーキンググループに分かれて意見
交換

タイムラインの策定に向け活発な意見交換が行えた。

【取組シートによる区分】

座長　村上先生のコメント

プロジェクションマッピングを用い
た被災シナリオの説明

コメント
　今回の検討会では、イメージをつかんでもら
うため、延岡市街部の模型を用いたプロジェク
ションマッピングにて平成１７年台風１４号に
て発生した被害の様相（内水・越水・交通規
制）等や想定最大規模の降雨が発生した際に浸
水想定区域がどのように市街地に広がっていく
かを確認した。

延岡市役所・宮崎県・宮崎地⽅気象台・延岡河川国道事務所
五ヶ瀬川⽔系浸⽔被害軽減対策協議会

座長：村上教授

投影


